
平成28年度研究開発成果概要図 （目標・成果と今後の研究計画）

２．研究開発の目標

３．研究開発の成果

１．研究課題・実施機関・研究開発期間・研究開発予算
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(28-1)

◆課題名 ：欧州との連携による公共ビッグデータの利活用基盤に関する研究開発
◆副題 ：スマートシティにおける市民の影響力を拡張するビッグデータ・クラウド・IoT融合基盤技術
◆Acronym ：BigClouT

◆実施機関 ：東日本電信電話㈱、慶應義塾大学SFC研究所（徳田英幸）、国立情報学研究所、日本電信電話㈱、筑波大学（北川博之）、
㈱YRP-IOT（平成29年1月31日まで）、CEA-LETI、Engineering、Absiskey、National Technical University of Atene、
Lancaster University、Bristol市、Grenoble市

◆研究開発期間：平成２８年７月から平成３１年６月（３年間）
◆研究開発予算：総額１８６百万円（平成２８年度 ４７百万円）

採択番号：18301

プロジェクト目標：Cloud + IoT＋ビッグデータによるスマートシティー基盤

プロジェクト目標： 様々なスマートシティ－アプリケーションへの寄与

・2019年6月までに，ClouTプロジェクトで確立した技術研究要素および日欧連携ノウハウを最大限に活かしながら，ビッグデータ解析という研究要素

を追加し，その成果を発展拡張するとともに，都市のスマート化を日欧で推し進めるための，強力かつ長期的な相互協力関係を醸成する．

グルノーブル市

つくば市

ブリストル市

藤沢市

研究開発成果： パイロット都市でのアプリケーション提案と実証

研究開発成果：参照アーキテクチャーとその実装

日欧4つの実証都市において，それぞ
れの課題を抽出，ユースケースの検討
を行った．主な課題は以下のとおりであ
る．
• グルノーブル市：国際会議にともなう経

済効果の把握
• ブリストル市：スマートエナジー（効率的

なエネルギーの消費）
• つくば市：観光や国際会議のための訪問

客の動向把握とおもてなし
• 藤沢市：2020オリパラを見据えた人流把

握と訪問客への有益な情報提供

ClouTプロジェクトで構築したプラット

フォームの様々なレイヤに知識処
理を導入し，都市に関するビッグ
データからの知識抽出を実現をす
る基盤・プラットフォームサービスの
構築・提供を目指す．

都市にあふれるデータから抽出さ
れた付加価値の高い知識を様々な
スマートシティアプリケーションを介
して市民に還元し，様々な分野への
効率的かつリアルタイム性をもった
活用法を検討し，実証実験を通して，
都市資源をより効率的に利用した
市民サービス提供を目指す．

下記における多様な要件に対応する
アーキテクチャーを構築するため，日欧
共同で，まずは既存資産のリストアップ
および整理を実施した．

・インターオペラビリティ(相互運用性)
・ダイナミックなIoTプラットホーム
・ビッグデータの管理と付加価値



３．研究開発の成果（続）
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Task2.2 自己再構成可能なディペンダブルプラットフォーム

実行時のシステム実行状態を把
握し，環境変化が生じてもシステム
品質を維持する自己適応機能を
スマートシティプラットフォームに
組み込む場合の要求を分析．

要求・システムモデルを実行時
にも保持・活用し，保証を伴う
自己適応を行う実行時モデル
アプローチのスマートシティプラッ
トフォーム応用について検討．

Task2.1 相互運用ツールによる都市ビッグデータの生成・収集・再発信

日欧のアセット分析を行い，その中から都市データ生成・収集・再発信に
関わるツールを選択し，データソースとの対応を取った上でWP1での初
期アーキテクチャへマッピングした．また，それらの仕様策定を開始した．
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Task2.3分散処理・ストレージ・プラットフォームマネジメント

Task3.1ビッグデータ解析・イベント情報処理・ビジネスインテリジェンス

新しいストリームデー
タ処理基盤JsFlow を
提案した．JsFlowは

簡潔なプログラミング
モデルを持ち，スト
リーム処理方式とバッ
チ処理方式を自動的
に使い分ける．

秘匿計算が可能な暗
号化データベースシス
テムに対して，探索時
の索引使用において
大きな要因である通信
コストを考慮したコスト
モデルを構築し，最適
なクエリプランを選択
する手法を提案した.

Task3.2学習機能・予測モデル・意思決定
database query xm l m odel probab ilisticlearnsearch optim ize

VLDB SIGMOD EDBT ECMLNIPSICDT ICML

VLDB

SIGMOD

EDBT
KDD

SDM

PAKDD ECML

NIPS

ICML

database

query learn

m achine

query

search

frequent

m in ing

コミュニティ検出と属性値
のクラスタの検出，コミュ
ニティと属性値のクラスタ
の間の関連性を同時に
検出する手法を提案した．
実データを用いた比較実
験により，既存手法に比
べて検出精度が改善され
たことを確認された．

Task2.4スマートシティアプリケーション用プログラミングツール

スマートシティア
プリケーション構
築用のライブラ
リ設計・実装．

プロトタイプとし
て職員向け参加
型センシングを
構築し，運用開
始．



初年度は既存資産の抽出とともに，ビッグデータ分析やエッジ処理，秘匿化といった技術要素について，BigClouTアーキテクチャー構築のための議
論を開始した．平行して，これらの技術をどのように実社会に活用するかを主眼とし，ユースケースの検討を行った．
 2016年9月28日 「『欧州との連携による公共ビッグデータの利活用基盤』の共同研究開発を本格的に開始」をプレスリリース
 2016年10月11日 「10th International Symposium on Intelligent Distributed Computing (IDC2016)」にて「ClouT/BigClouT Project 」の講演を

実施．
 2016年10月20日 「KT-NETフェスタ2016」にて「スマートシティ実現へ向けた都市情報産業の可能性と課題」の講演を実施．
 2016年11月18日 「Open Research Forum2016」にて「BigClouTプロジェクト」の展示及び説明を実施．

４．これまで得られた成果（特許出願や論文発表等）

（１）研究成果の受賞

（２）業界・一般に向けた発表・討論の実施

参加型センシングを加速する基盤技術の研究成果として以下のとおりの受賞を果たした．
 2016年10月5日 ACM主催「Winner of Mobile Application Contest at ACM MobiCom 2016」
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国内出願 外国出願 研究論文 その他研究発表
プレスリリース

報道
展示会 標準化提案

欧州との連携による公
共ビッグデータの利活
用基盤に関する研究開
発
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※成果数は累計件数，（ ）内は当該年度の件数です．

５．今後の研究開発計画

初年度に得られた日欧の技術的な成果を，今後の実証実験での活用や個々の技術要素間の連携により，さらに洗練，進化させ，実用化を目指した取り組
みを行う．

また，実証協力自治体である藤沢市とつくば市，および関連する機関などとの密な議論を通し実施した，自治体での課題分析やそれらを踏まえたユース
ケースについては，都市のニーズに合致したアプリケーション等の技術的要素の定義や開発の素材とする．またアプリケーション等，技術的要素の成果や
効果測定などについて，実証実験にて評価を行っていく．
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